
【番外挿入】4月 神戸の桜2020 【四季折々・From Kobe四月】より転記 

４月野山は新生の息吹に満ちて草木萌える春 多くの若者たちが新しい門出と出会いに胸膨らませる令和２年度始まり。 

でも 全世界がコロナ ウィルス蔓延の危機に見舞われ、街は火が消えたよう。 

高齢者にとってはコロナ感染がそのまま劇症化の恐怖に。我が家の孫たちもそれぞれ大学３年 高校入学 新４年生 

新１年生に。思い切り元気ではばたけと。でもこの四月すべて休校で不安一杯の門出に。 

高齢者はもとより、現役世代・学生そして小さな子供たちもみんなが向き合うぎびしぃ現実。 

神戸籠りが続き、感染者数推移の報道に目を凝らし、負けてなるものかと自らを奮い立たせる毎日 

一年たって、「2020風来坊・Country walk」に2020年春桜の記録がないのに気づき、 

【四季折々・From Kobe2020年四月】の記録から神戸の春 神戸の桜2020を転記しました。 

  

 

 

ウイルスの感染は幾何級数的増加。日本と世界の状況実態にも正確に 

把握したい。絶対数ベースでの絶叫的評価よりも正確な情報で。 

感染者数・重症者ベッド数などを限界指標に国内の対応状況と照らし 

合わせ、このグラフから医療崩壊・感染爆発の時期を読みとれる。 

各国はそれぞれ対応に懸命である。 

日本もまた今 その淵にいる。 2020.4.5. Mutsu Nakanishi 
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 神戸の桜 2020 <2> 春爛漫再訪  

神戸の一本桜「奥平野の舞桜」&「宇治川添いの桜並木」再訪 2020.4.7. 

 

3月31日訪れた時の写真がモノトーンになって、あまりに印象と違ったので4月7日再訪。 

別のデジカメに替えてパチリ。うまく取れましたので3月31日の分に加えて掲載させていただきました。 

どうもカメラ故障のようだが腕かも? 

  追伸 昨年9月末 水と科学の博物館が残念ながら30年の歴史に幕を下ろし、閉館するとの発表。 

 建物そのものも有形文化財なので、今後゛どのように活用するか検討することになったと。 

毎春 楽しみにしてきた博物館前庭の一角にある一本桜「奥平野の舞桜」も見られなくなるかもしれません。 

【1】水の科学博物館 「奥平野の舞桜」 

楠谷町をながれる宇治川の直ぐ北の高台 

水の科学博物館の広場の南端の崖から神戸 

の街を見晴らす一本桜 

真っ青な空をバックに満開の桜の花をつけ 

た枝を精一杯拡げ、優雅に舞う姿。 

左右に拡げた枝などが少し切りそろえられ、

小振りになったような印象でしたが、 

満開の時だけに見られる素晴らしい奥平野

の一本桜「舞桜」 

今年はコロナウイルス蔓延で、水の科学博

物館が休館のため、外側から見上げる形に。

この春一番の桜。  

ぱっと気分も明るくなりました。  

再度出かけてきてよかった。 

コロナ蔓延の中での出会いにひとしお。引

っかかっていたのが取れました。 

構内からの舞姿や眼下に広がる神戸の街並

みや家並みの中を縫って続く宇治川の桜並

木を眺められなかったのは少し残念でした。 
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【2】楠谷・大倉山を流れ下る宇治川添いの桜並木  

六甲連山再度山の山裾 神戸の街中を流れ下る宇治川河岸の散歩道 

 

  

 



 

 

 



 春の息吹を 日本各地の桜のスライド動画で 桜を眺めるといつも口づさむ歌がある  

 
 かつて訪ねた桜の古いスライド動画ですが、毎年掲載を楽しみにしています。  

この動画とBGMが好きで、私に取ってはこれを見るのも春の息吹の楽しみです 

【スライド動画】満開の花をつけた枝を精一杯広げ、日本各地で郷を見下ろす一本桜 

 

人それぞれに思い出  桜を眺めるといつも 口づさむ歌がある  

懐かしい私の応援歌 かつてのTVドラマ主題歌 「記念樹」 

「桜の苗が大きく育つ頃 僕らはみんな 大人になるんだ・・・・・・」 

 

◆懐かしい私の応援歌 かつてのTVドラマ主題歌 「記念樹」のpage 

元のホームページサイト << かつて訪れたことがある日本各地の一本桜 >> 

  https://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/walk11/1405fkobe01.htm 
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新型コロナウイルス蔓延の中で 

もっともコロナウィルス蔓延の大変な時期で、更新ページもコロナ一色に。いまだに先が見えない中 

なんとか明るい新生の息吹に満ちた春をお届けしたかったのですが、お許しください。 

でも 高齢者にとって こんなに命の危機を我が身に感じたことはなし。 

また 我が身 自制の行動が相手にそして家族・日本に直接かかわり、世界へもつながっている。 

身勝手は許されないとの意識も。 

小橋昭彦氏 「誰かにそばにいて欲しい」  http://zatsugaku.com/a/1433 

困難や大きな災害に直面した時 人は「誰かそばにいてほしい」と思う。 

今回のコロナ対策として、外出自粛がこれほど ストレスになるとは想像していなかった。 

ならば人間にしかできない方法で立ち向かおう。 

この世界には同じように不安におびえる人たちがいると想像しよう。 

それらの人たちと連帯していることを。 

心でつながっていることを。 

「これって縄文人の心・日本人の心の故郷」縄文帰りの経験そのものだと。 
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